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要旨 

 私たちはかき氷のシロップは香料と着色料により味の違いが生まれる、つま

り、視覚と嗅覚により味を識別しているということに興味を持ち、この研究を

行った。 

 

1. 研究の経緯 

 視覚と嗅覚による味覚の識別を上

手く利用して、食べ物の好き嫌いによ

って捨てられる食品廃棄物の量の減

少を目的に、無加工のシロップに着色

料と香料を用いて味の感じ方の違い

を調査して研究を行った。 

 

2. 実験の材料 

 目隠し、鼻栓、シロップ、紙コップ

着色料(赤・黄・緑・橙)、香料(苺・メ

ロン・レモン・オレンジ)、ジュース(炭

酸飲料:コーラ・ファンタグレープ・フ

ァンタオレンジ・スプライト 

100％ジュース:オレンジ・トマト・リ

ンゴ・ヨーグルト) 

 

 

 

3. 実験方法 

実験 1－(1) 

【実験方法】 
 鼻栓と目隠しをした状態で以下の

組み合わせの香料、着色料を加えたシ

ロップを飲んでもらう。  

香料：イチゴ  着色料：赤 

香料：メロン  着色料：緑 

香料：レモン  着色料：黄 

香料：オレンジ 着色料：橙 

 

【実験結果】 

 シロップ以外の味を答えた人：４人 

すべて同じ味と答えた人：２人 

 



【考察】 

 この実験結果から普段飲み物を飲

む際、視覚や嗅覚に頼っていると考え

られる。 

 

実験１－(2) 

【実験方法】 

 鼻栓をせず、目隠しのみをした状態

で以下の組み合わせの香料、着色料を

加えたシロップを飲んでもらう。 

香料：イチゴ  着色料：赤 

香料：メロン  着色料：緑 

香料：レモン  着色料：黄 

香料：オレンジ 着色料：橙 

 

【実験結果】 

香料：イチゴ＋着色料：赤 

 イチゴ味と答えた人；５人 

 他と同じ味と答えた人；１人 

香料：メロン＋着色料：緑 

 メロン味と答えた人；６人 

香料：レモン＋着色料：黄 

 レモン味と答えた人；４人 

 メロン味と答えた人；１人 

 他と同じ味と答えた人；１人 

香料：オレンジ＋着色料：橙 

 オレンジ味と答えた人；５人 

 メロン味と答えた人；１人 

 

[考察] 

 シロップは同じ味にも関わらず、香

料と同じ味を答えたことから、多くの

人が匂いから味を判断していると考

えられる。また、舌への刺激の強い柑

橘系のものは、味を覚えやすい傾向に

あると考えられる。 

 

実験 2－(1) 

【実験方法】 

 鼻栓と目隠しをした状態で以下の

飲み物を飲んでもらい、感じた味を言

ってもらう。 

100％リンゴジュース 

100％オレンジジュース 

100％トマトジュース 

ヨーグルトジュース 

 

【実験結果】 

100％リンゴジュース 

 リンゴ味と答えた人：１人 

 オレンジ味と答えた人：２人 

 レモン味と答えた人：１人 

100％オレンジジュース 

 オレンジ味と答えた人：１人 

 リンゴ味と答えた人：１人 

 レモン味と答えた人：１人 

 グレープフルーツ味と答えた人：1

人 

100％トマトジュース 

 トマト味と答えた人：２人 

 野菜ジュースと答えた人：2人 

ヨーグルトジュース 

 ヨーグルト味と答えた人：２人 

 わからないと答えた人：２人 

 

【考察】 

 この実験結果から、どの味も半数以

上の人が異なった味を答えたことよ

り、実験 1―(1)と同様に普段飲み物を

飲む際、視覚や嗅覚に頼っていること

が考えられる。 

 



実験 2－(2) 

【実験方法】 

 鼻栓をせず、目隠しのみをした状態

で以下の飲み物を飲んでもらい、感じ

た味をいってもらう。 

100％リンゴジュース 

100％オレンジジュース 

100％トマトジュース 

ヨーグルトジュース 

 

【実験結果】 

100％リンゴジュース 

 リンゴ味と答えた人：２人 

 パイナップル味と答えた人：１人 

 オレンジ味の答えた人：１人 

100％オレンジジュース 

 オレンジ味と答えた人：３人 

 レモン味と答えた人：１人 

100％トマトジュース 

 トマト味と答えた人：２人 

 野菜ジュースと答えた人：２人 

ヨーグルトジュース 

 ヨーグルト味と答えた人：２人 

 ブドウ味と答えた人：１人  

 わからないと答えた人：１人 

 

【考察】 

 実験 2－(1)に比べて正しい味を答

えた人が増えていることから、飲み物

を飲む際、嗅覚をよく使っていると考

えられる。しかし、約半数の人しか正

解していないため、飲み物を飲む際、

視覚の影響も大きいと考えられる。 

 

実験 3－(1) 

【実験方法】 

 鼻栓、目隠しをした状態で以下の炭

酸飲料を飲んでもらい、感じた味を言

ってもらう。 

ファンタグレープ 

ファンタオレンジ 

スプライト 

コーラ 

 

【実験結果】 

ファンタグレープ 

 グレープ味の炭酸と答えた人：２ 

 人       

 オレンジ味の炭酸と答えた人：１ 

 人 

 イチゴ味の炭酸と答えた人：１人 

ファンタオレンジ 

 オレンジ味の炭酸と答えた人：１ 

 人 

 柑橘系の炭酸と答えた人：１人 

スプライト 

 スプライトと答えた人：１人 

 オレンジ味の炭酸と答えた人：１ 

人  

 わからないと答えた人：１人 

コーラ 

 コーラと答えた人：１人  

 メロン味の炭酸と答えた人：１人 

 ブドウ味の炭酸と答えた人：１人 

 

【考察】 

 舌への刺激が強い炭酸は、同様に舌

への刺激が強い柑橘系の味に感じて

いるとわかる。また、刺激の強い柑橘

系の味は覚えやすい傾向にあると分

かる。 

 



実験 3－(2) 

【実験方法】 

 鼻栓をせず、目隠しのみをした状態

で以下の炭酸飲料を飲んでもらい、感

じた味を言ってもらう。 

ファンタグレープ 

ファンタオレンジ 

スプライト 

コーラ 

 

【実験結果】 

ファンタグレープ 

 グレープ味の炭酸と答えた人：3 

 人 

 オレンジ味と答えた人：1人 

ファンタオレンジ 

 オレンジ味の炭酸と答えた人：１人 

 桃味の炭酸と答えた人：１人 

 リンゴ味の炭酸と答えた人：１人 

 レモン味の炭酸と答えた人：１人  

スプライト   

 イチゴ味の炭酸と答えた人：１人 

 メロン味の炭酸と答えた人：１人 

 わからないと答えた人：２人 

コーラ 

 コーラと答えた人：１人 

 ドデカミンと答えた人：１人 

 三ツ矢サイダーと答えた人：１人 

 グレープ味の炭酸と答えた人：１ 

 人 

 

【考察】 

 炭酸飲料は舌への刺激が強いため、

味をはっきりと覚えることができて

いないと考えられる。よって、炭酸飲

料を飲む際は味覚よりも視覚や嗅覚

によって味を判断していると考えら

れる。 

 

実験 4―(1) 

【実験方法】 

 以下の飴のイラストを見てもらい、

感じた刺激をいってもらう。 

 

 

【実験結果】 

女性の場合 

 赤 黄 緑 橙 

甘 12  1 12 

酸  14  3 

辛 4 1 1  

苦   14  

 

赤：７５％が「甘い」 

黄：８８％が「酸っぱい」 

緑：８８％が「苦い」 

橙：７５％が「甘い」 

 

男性の場合 

 赤 黄 緑 橙 

甘 10 5 4 17 

酸 3 21 1 5 

辛 13  1 3 

苦 1  21  



 

赤：４８％が「辛い」 

黄：７８％が「酸っぱい」 

緑：７８％が「酸っぱい」 

橙：６７％が「甘い」 

 

【考察】 

 女性は赤やオレンジなどの暖色系

の色を見ると「甘い」と感じる傾向が

ある。その結果とは対象的に男性は赤

色を見ると「辛い」と感じる傾向があ

る。 

 以上のことから、男性は赤を刺激的

な色と感じ、女性は落ち着いた色に感

じていると考えられる。 

 

 

実験 5－(1) 

【実験方法】 

赤、緑、黄、青のライトを別々に以下

の食材に当てたとき、どの色の光の時

に美味しそうにみえるかを答えても

らう。 

野菜；ピーマン 

   ニンジン 

果物；リンゴ 

   バナナ 

弁当；パスタ 

   幕ノ内弁当 

 

【実験結果】 

 どの食品も、黄色のライトを当てた

ときが、「美味しそうに見える」とい

う回答が一番多かった。 

 

 

【考察】 

 スーパーなどのお惣菜売り場や野

菜売り場で、黄色のライトを当てて販

売すれば、廃棄される食品の量を減ら

すことができる。 

 

4. 問題点と今後の展望 

 現在の問題点として、今回の研究で

は被験者の数が少なかったため、より

多くの方々を対象に実験を行って、食

事際に味覚よりも視覚や嗅覚を使用

しているのかを検証したい。 

 将来、この結果に基ずいて食事を行

ったり、スーパーのお惣菜売り場など

で黄色い光を当てて販売すれば、売れ

残りの量を減らすことができ食品ロ

スの減少にもつながると考えられる。 
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